
平 成 2 9 年 7 月 2 1 日 

こ ど も 家 庭 部 保 育 課 

こども家庭部保育計画調整課 

こども家庭部こども施策企画課 

 

平成２９年度における保育所待機児童対策について 

 

平成２９年４月の待機児童数は、昨年度の１６６人から大幅に減少し、４８人であった。

とりわけ、１歳児の待機児童数は１２２人から６人となり、ほぼ解消された。 

それでも待機児童が発生した要因は、地域における需要と供給のミスマッチが生じたこ

とによる。そこで平成３０年４月に待機児童解消を図るため、平成２９年度の待機児童対

策を下記のとおり実施する。 

 

記 

 

１ 待機児童対策の内容 

 今後の更なる需要の増加が見込まれるとともに、地域における需給のミスマッチに対応

するため、平成２９年度の待機児童対策は、合計７００人の定員枠の拡大を図ることとし、

年齢や地域の特性に応じて、重点的な対策を実施する。 

 当初計画 新規拡大分 合計 

定員枠の拡大 １４０人※１ ５６０人 ７００人 

内 

 

訳 

保育施設の整備等 

１４０人※２ 

認可保育所 

１か所 

小規模保育事業 

３か所 

４００人 

認可保育所 

４か所 

小規模保育事業

５か所 

５４０人 

認可保育所 

５か所 

小規模保育事業

８か所 

保育ママの拡大配置 ― ３０人 ３０人 

３歳児１年保育の導入※３ ― ８０人 ８０人 

既存施設の定員増 ― ５０人 ５０人 

※１…１歳児１年保育の定員を含んでいない。 

※２…区立豊玉保育園改築による定員増を含む。 

※３…地域偏在が著しくなると予想される、練馬総合福祉事務所管内地区については、

区内のほかの地域に比べ、私立幼稚園が少ないため、練馬こども園による３歳以降

の定員拡大が難しく、また、保育所整備の適地の確保も難しいという特性がある。

このため、当該地域においては保育所の新規整備とともに、区立幼稚園を活用した

バス送迎による３歳児１年保育を導入する。 

 

参考３－１ 



＜地区別・年齢別内訳＞                        （人） 

 

さらに、昨年度から実施している１歳児１年保育を継続し、練馬こども園の拡大に取り組

む。 

 

２ 区民への周知 

６月２１日号のねりま区報、区ホームページにより、区民へ周知する。 

 

（参考） 

  練馬こども園の受入れ実績（平成 29 年 5 月 1 日時点） 

   16 園で長時間預り保育を 827 人が利用している（定員 1,135 人）。 

3 歳児 4 歳児 5 歳児 計 

257 289 281 827 

 

地区 ０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 計 

練馬 ３０ ５０ ５５ １５０ ７０ ７０ ４２５ 

光が丘 １５ ３０ ２５ １５ ５ ５ ９５ 

石神井 ４０ ６５ ４０ １０ １０ ５ １７０ 

大泉 ５ ５ ０ ０ ０ ０ １０ 

計 ９０ １５０ １２０ １７５ ８５ ８０ ７００ 


